
グローバルな市場経済のもとで、今後の

中国経済には、さまざまな変化が予想され

るが、現状の変化を踏まえて20年後を見通

した場合、ある程度の方向付けができる。

まず、2つの大きな変化が起こり得る。1

つは、大量の農村人口が都市部へどんどん

どんどん流入し、恐らく20年後には中国の

都市人口は、人口全体の70％を占めるまで

になっているのではないかと思う。

2つ目は工業化だろう。いま、工業化の

比率は中国では非常に高いレベルにあり、

生産高に占める工業製品の割合が40％を占

めている。20年後にその数字が80％に上

がるとは思えないが、ハイテクを使った工

業製品の比率がふえ、生産性も上昇するの

は間違いない。さらに、農村からの移動人

口の多くがサービス業の方に就き、雇用吸

収力が第3次産業で確保される、と思われる。
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人口多いことで際立った規模の経済に

中国経済の問題は、人口が多いことであ

り、20年後の1人あたり国民所得は、いま

の先進国のレベルを超えるまでには至らな

いと思う。ただ、その全体量、総量は、世

界の中でも非常に際立った規模の経済にな

ると思う。

GDPベースでは、中国のいわゆる経済総

量が現状、恐らく日本の5分の1ぐらいだ

ろうが、20年後には日本と肩を並べるだろ

う。場合によっては超えているかもしれな

い。ただ、中国の人口は日本の10倍以上あ

るので、1人当たりのGDPでみれば、日本

を超えるのはまだなかなか難しいかと思う。

今後の問題としては、成長の障害になり

かねない要素をどう取り除いていくかがポ

イントになる。

いま、中国は、健全な市場経済にシフト

していくため、さまざまな構造改革に取り

組んでいるが、法律制度、そして政府の役

割をどうするか、どう変えるかが重要だ。

これをうまく変えていかないと、政府の腐

敗の程度が非常に悪くなってしまう。

バランスの失われたメカニズムができて

しまうと、権力というものが非常に大きく

なって、権力と金がお互いに結託したよう

な状況になってしまうというのが過去にラ

テンアメリカなどで見られた。

経済改革を行うためには中国は、まず最

初に政治の改革、それから社会の改革を行

わなければならないと思う。

もう1つ重要なのは、中国経済が発展す

る中で、ほかの国々との関係強化をうまく

図れるかどうか、という点だろう。
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摩擦リスクあり他の国々との関係強化は必要

この関係強化は、いろいろな意味合いが

あるが、中国が世界市場に対して、さまざま

な製品供給を行えば必ず価格競争が起きて

くる。その場合、中国がコスト競争力を武器

に市場シェアを広げれば、摩擦が発生するリ

スクが高まるが、それにどう対応するか。

一方で、中国は経済発展のスピードと規

模に合わせて、外国から資金や技術、原材

料など、さまざまなものを導入、調達して

いかねばならない。そのことがグローバル

な市場に影響を与える可能性がある。それ

らにかかわる問題に、どう対処するかとい

うことも考えていかねばならない。

中国と米国の貿易取引にすでに影響が出

てきている。中国の対米貿易黒字はここ数

年、非常に大きくなっている。米国からす

れば、コストの安さに裏打ちされた価格の

安い中国製品を輸入せざるを得ないが、問

題は、競争に敗れた米国企業の現場で、労

働者の仕事が中国に奪われるということに

対する反発が両国間の貿易摩擦に発展する

リスクがあるということだ。とくに2004年

の米大統領選挙がからめば政治問題になり

かねない。

このことで、極めて興味深いことが起き

た。米国の労働組合が、中国の企業などの

労働条件に興味を持ち、わざわざ中国を訪

問し視察をしたのだ。

その視察団は、雇用環境のみならず労働

20年後の中国経済はパワフルに

9999



条件や生活環境などをチェックし、帰国後

に、報告書にまとめたが、その内容は、中

国の労働者が非人道的な環境のもとで働か

され、低賃金での生活を余儀なくされてい

る、というもの。競争原理が働く価格の安

さの問題には踏み込まず、むしろ劣悪な環

境でつくられた中国製品を輸入しないよう

に、というキャンペーンに利用した。

経済学者から見れば、米国の労働組合、

そして中国企業の両者にはそれぞれの道理

があり、どこかでバランスをとるべく平衡

点を見つけなければならない。しかし、中

国の問題に限って言えば、もし中国の現状

の労働者の労働条件を先進国と全く同じも

のにしようとしたら、たくさんの労働者を

雇えなくなる。

逆に、中国の労働者がずっと今後も米国

労働組合が指摘するような劣悪な条件で働

き続けるとなれば、中国経済の発展は労働

者にとっては全く意味のないものになる。

この両者のバランスをどうやってとってい

くかというのが非常に大きな問題で、今後

の中国経済にとっての課題でもある。

いずれにしても、中国としては、グロー

バルな競争に参加すると同時に、外国との

協力や関係の強化をいかに進めていくかも

重要だ。この両面において、現代中国が学

ぶべきことは非常に多い。
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いま日本経済の経験を学習対象に

余談だが、中国の多くの経済学者は、い

ま、日本の経験というものに非常に興味を

持っている。

私自身も、明治維新以来、今日に至るま

で日本で起こったさまざまな変化にずっと

興味を持っており、伝統的な経済から近代

的な経済へと、どういうふうに変わってい

ったかを調べている。

とりわけ日本経済が、成長する過程で起

きたさまざまな問題、それに対する処理対

応に主たる関心がある。特に日本の民間企

業部門の管理の仕方、それから新しい技術

分野では技術変化にどう対応したか、ま

た、サービスや製品の品質について、どう

高める努力をしたかなどだ。

しかし、もっと現実的な問題としては、

われわれ中国は、日本との関係強化の一環

として、同じもので日本でも中国でもつく

れるものに関しては、日本の人にコーチの

ような形で、中国にどんどん来てもらい、

教えてもらいたいと思っている。

自動車のホンダがいま、中国に投資して

工場進出し生産にかかわっているが、中国

はホンダに対しては、かつて日本の女子バ

レーボールチームが、中国のチームを鍛え

るためにコーチ役になってくれたと同じよ

うに、自動車生産の面でのコーチ役を期待

している。

学習対象としての日本経済に関して、言

わせてもらえば、まだまだ、関心がある。

たとえば、日本の労働者の人たちは、昔

は非常にやる気に満ちていて、そのエネル

ギーが日本経済を支えた部分があった。と

ころが、いまは、バブル崩壊後の経済の中

でリストラなどに見舞われる労働者がある

一方で、若い労働者などは、生活水準が相

対的に豊かになった場合、やや満ち足りて
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しまい、過去と同じようにハングリーで、

やる気に満ちていけるかどうか、といった

点だ。いずれ中国でも同じような体験をす

る日が来るかもしれないため、日本の現状

を把握しておくことは必要だ。
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中国経済に内在する

成長の障害除去が必要

また、グローバル化のもとで、日本経済

に弾みがついて大きくなったのにつれ、日

本の国際的な責任とか、アジア経済の中で

の日本の役割といった問題が大きく浮上し

てきた可能性がある。

その一方で、経済の開放度が進むのに関

連して、日本経済を魅力的なものにするの

にはどうしたらいいか、といった課題も出

てきたのかもしれない。

こういったことは、中国経済がいずれ直

面することで、われわれにとってもいま、

状況を把握しておくことに興味がある。

もちろん、20年後の中国経済がどうなる

かを考える際に、近くにある日本経済に学

習の場を求めることも必要だが、中国自体

が、どう現状を見極め、それに合わせて、

今後の取り組み課題を示していくかという

ことも重要だ。

中国は改革・開放までは、生産財は、国

が全部コントロールしていた。人々の所得

水準は非常に低かったが、分配の平等がポ

イントになっていた。そういった状況に対

応する政府の体制だったから、それはそれ

で必要なことだったが、一方で、そこに内

在する問題は非効率ということであり、欧

米などとの格差が目立ってくる。

中国の人々の間では、少しずつ計画経済

や社会主義ということに、一体、どのよう

なメリットがあるのかという疑問も、生ま

れていたということは事実だ。

それに対応する形で、_小平氏は、指導

者になってから、新しい指導理念を打ち出

した。要は、国が多くの資源をコントロー

ルすべきでないこと、人々にチャンスを与

えるべきであること、そしていい意味での

競争原理を導入したこと――などで、これ

によって、中国経済は非常に早い発展を遂

げた。

しかし、ここでまた、中国経済に、新た

な問題が出てきた。所得格差が生じたこと

だ。競争によってもたらされたものである

が、これを社会が容認せざるを得なくなっ

た。その一方で、政府の役人などが権力を

使って行う腐敗行為が表面化したため、徹

底的に監視し腐敗の摘発を行った。

また、市場経済化が進む中で、競争から

取り残されたり、あるいはハンディキャッ

プのある人に対するサポート体制が、当然

のことながら、重要になってきた。社会保

障の問題だ。その意味で、老後の年金制度

をどうするか、医療保険をどうするか、と

いった問題については、われわれは、日本

の動向に非常に関心を持っている。
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中国の経済的自由度は上昇中

ところで、中国における経済面での自由

度は、いま、以前と違って、どんどん上が

っている。昔だったら自分で自分の仕事を

20年後の中国経済はパワフルに
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選ぶことすらできなかったのが、いまは自

分で選べるし、選べるどころか、自分で企業

を起こすこともできる。それから、住むと

ころさえ限られていたのが、それがいまは

流動的になったし、外国に行くことも自由

になった。そういった経済の自由化に伴っ

て、やはり民主的な力といったものも、ど

んどん高まってきている。それのバランス

をいかにとるかということも必要だと思う。

そういったことに対応して、国民の間で

は、政治面での改革に対する関心が高まっ

てきている。政治改革について共産党内部

でも同じ関心が強まっている。

後者に関しては、昔のように、共産党が

天下で、共産党が何もかもというのとは違

ってきていて、いま、新たなゲームのルー

ルをどうするかがポイントになっている。

というのは、共産党という物すごく大きな

組織の中で、一体、だれが国の指導者にな

るのかとか、そういったことについて、国

民もやはり明確なゲームのルールを求めて

いるし、共産党の内部でもそれを求めてい

るのだ。

だれかが権力の座についたとしても、そ

れをどのように監督していくのかとか、さ

らには、民主をどのように高め、共産党に

対する監督をいかに強め、だんだんと権力

の腐敗といった問題をどう解決するかとい

ったことが重要になってきたのだ。
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中国は日本などに比べ

はるかに米国を意識

中国と米国の関係を今後どうみるか、ま

たどう位置づけるべきか、という問題もあ

る。これは非常に難しい問題だ。

中国は、いろいろな意味で、米国のこと

を気にしている。要するに、米国を見るべ

き相手だと思っているからだ。日本から

も、オーストラリアからも、カナダからも、

そしてインドからも学べるという状態にあ

るが、中国の米国に対する興味や関心は、

その比ではない。それほど大きい。

米国への関心に関しては、文化の問題に

限定しても、それがいえる。米国文化とい

うのは非常にポピュラーで、ほかにどんど

ん広めていこうとするような、そういった

力を持っている。いまの中国はそこに強い

関心がある。

大衆文化に関して言えば、中国が改革開

放し始めたころ、日本映画は、中国にとっ

ては非常な影響力があった。ところが、い

ま20年間たってみると、日本映画は、どこ

に行ったのかなという感じだ。そして、中

国で流行しているのはいまやハリウッド映

画ばかり。

フランス人は、経済的には米国には及ば

ないのに、米国の文化というものをどこ

か、軽べつしているところがある。ところ

が、中国人は全くそういうことはなくて、

むしろ喜んで米国の文化を受け入れている

ような状態がある。

このことがいいかどうかは、大いに議論

がある。個人的には、むしろ、よいもので

あれば、米国に限定せず、他のものでもい

ろいろ取り入れていくべきだと思う。

ただ、中国が、米国から、文化だけでな

く経済社会システムまでも受け入れていく
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ようになれば、最終的に、米国のような社

会、つまりは米国化していく恐れがある、

といった指摘がある。
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中国が米国化していくことを

懸念する指摘も

それをどう受け止めるかは、1つのポイ

ントだ。ただ、私自身の米国での留学生活

6年間の体験からみて、中国人のある一部

分は本当に米国人によく似ているなという

ふうに思ったことがある。それは個人主義

という点だ。

中国人は、日本人と違って集団主義では

ない。中国では、大きな工場を建てても、み

んなが団結してしっかりつくるということ

がなかなかできない。日本のように、みん

ながきちんきちんとやっているという集団

主義ではない。個人主義がベースにある。

しかし、中国の政治体制を見ると、全部

統制がとれた一党の独裁―独裁と言わない

で、正確には中国の場合、一党専制状態だ

が、米国の場合、やはり個人主義の基礎の

上に、民主党や共和党という政党間の競争

がある。これに対して、中国も個人主義の

国ではあるが、1人皇帝がいるという状態。

だから、中国という国は、やはり政治社会

の面で非常に長期的に緊張状態にあったの

だと思う。

中国の一番下の人々の部分というのは、

非常にアメリカモデルが好きで近しいもの

を感じでいる。ところが、政治の上の層に

なると、やはりそういったことは受け入れ

がたい。

日本と中国の政治社会の問題というのは

全然、違っていて、日本だと、どうしても

っと指導者の人がしっかりしてくれないの

かと、みんなが思うのだが、中国だと、何

で上の人間は、こんなに下の人間たちのこ

とを締めつけるのだ、管理するのだという

ふうに思う。全く逆の発想をする。

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

グローバルな市場経済への

柔軟対応が課題

ただ、中国は、米国をモデルにしている

のかといえば、必ずしもそうとは言い切れ

ない。多くの人たちが米国みたいな国にな

ったらいいな、というふうに思っているか

もしれないが、実際にはそうはならないと

思う。

この点に関しては、いろいろな考え方が

あるだろうが、やはり、米国の指導者と中

国の指導者は大きく異なっていること、ま

た中国は面積的にも人口的にも大きい国な

ので、もし全く米国式のようになってしま

ったら、それこそ、うまくコントロールが

できなくなってしまうという問題もある。

結論的には、中国では、非常に権威のある

上層部というものが全体をコントロールす

るというやり方をなかなか変えることはで

きないのでないだろうか。

いずれにしても、今後の中国経済のこと

に関していえば、中国が、いま、まずやる

ことは経済面であれ、資源の面であれ、管

理を強めて、法律を整え、グローバルな市

場経済に柔軟に対応できる枠組みをつくっ

ていくことだと思う。

20年後の中国経済はパワフルに
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